
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小金井キャンパス教職課程センター通信 

「こがねい」    NO.7 2026/8/6 
西館 B1 kkck★ml.hosei.ac.jp （★をアットマークに変えてください） 

教員採⽤試験 1 次の結果が発表されました。 
今年度の１次試験を受験⾃治体は、千葉県、相模原市、東京都です。 
全員が１次試験を合格し、２次試験に進みます。 
２次試験の受験⾃治体は、上記に加え名古屋市が加わり、４⾃治体となっています。 
名古屋市はすでに２次試験が終了し、結果待ちです。他は来週から続々と２次試験が実施されてい
きます。皆さん、模擬授業や⾯接の練習を繰り返してきました。朗報が届くことを待ちます。 

私⽴学校の教員採⽤試験については、各学校の募集案内から始まります。 
私⽴学校は、各学校によって経営⽅針・特徴があります。以下の採⽤条件だけでなく、学校の教育⽅針を
よく知ることが⼤切です。 

各学校によって、条件は異なります。 
① 教科・職種（専任教員。常任講師、非常勤講師等） 
② 採⽤期間 
③ 待遇・勤務条件 

〇⼤学に募集がある場合 
まず、⼤学に募集がきて、志望する学⽣の皆さんに掲⽰やメールでお知らせします。 
そして、各私⽴学校が実施する説明会に参加していただき、試験を受けていきます。 

〇講師をしている⼈、教育実習に来た⼈等へ直接私⽴学校から連絡がある場合 
〇私⽴学校教員募集サイトに登録する場合 

採⽤登録をしている⼈へ連絡が来ます。登録サイトはいくつかあります。教職課程センターに２か
所からポスターが来ています。 

 

今年は、千葉県、東京都の⾃治体を受験されています。 
〇千葉県  受験者は、「千葉たまごプロジェクト」に参加しています。千葉県・千葉市は倍率が上が
っています。本学⽣は通過しています。 
〇東京都  倍率に⼤きな変動はありませんが、やはり事前準備は必要です。特に理科は物化⽣地の
復習＋専門科目です。情報は倍率が⾼い教科ですが、今年は通過しています。 
けれど、残念ながら全員通過には⾄りませんでした。 
しかし、３年⽣前倒し受験は通過できなくても、来年度の受験に影響はなく、傾向を把握し、⼼構え
はできます。志を強く頑張りましょう。 

 


